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●文化財の劣化部分を手動で指定する必要がありません。
●大量の損傷文化財も、写真に撮って自動修復できます。
●修復部分の不自然さが残りません。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

貴重な文化財を作成された時の状態で後世に残すことは、とても重要です。しかし、既に破損が生じてし
まったものもあり、今後も劣化のリスクは避けられません。そこで、ひび割れ等により損傷した文化財を写
真に撮り、画像処理による自動修復を施すことによって、文化財の元の状態を復元する技術を開発しまし
た。この手法を用いれば、貴重な文化財を写真の中でオリジナルな状態のまま保存することができます。

【研究シーズの概要】

●文化財に限らず、劣化した思い出の品を写真の中で復元・保存
●スナップ写真の不要部分を自動消去

【産業界での展開・用途】

研究分野：情報学（人間情報学）

◎石碑

◎文化財修復の例

◎木製扁額

損傷した文化財の
撮影写真を自動修復する技術
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